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事務・事業の見直し検討状況について（中間報告） 

 

 

１ 趣旨 

厳しい財政状況の中、限られた財源を有効に活用し、効率的な行政運営を推

進するためには、「財政運営方針（平成２８年度～平成３１年度）」にも掲げ

たように、事務・事業全般について見直しを行う必要があり、昨年度に引き続

きその見直しに取り組んでいます。 

見直しに当たっては、市民の目線に立って、真に市政に求められる施策を、

「選択と集中」の考え方に基づき検討するとともに、①事業目的に照らした事

業の妥当性・必要性、②事業手法の有効性・効率性、③事業に対する市の関与

のあり方という主に３つの観点から、見直しており、その成果を新たな施策の

展開につなげていくこととしています。 

 

２ 今後の進め方 

この度、庁内で検討を進めた結果、見直しの方向性が得られた事務・事業に

ついて、現時点での検討状況を中間報告として取りまとめ、公表するものです。 

今後は、この中間報告を基本に議会の議論等を踏まえながら、更に検討を加

え、平成３１年度の当初予算等に反映してまいります。 

なお、現時点において未だ方向性が得られていない事務・事業については、

今後とも検討を加えていくこととしています。 

 

【中間報告する事務・事業】 

区        分 事務・事業名 

総 務 関 係 企画総務局 市政の広報について 

建 設 関 係 道路交通局 道路照明施設のＬＥＤ化 
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１ 企画総務局 

項  目 内       容 

 

１ 市政の広報に 

ついて 

【広報課】 

 

１ 見直しの方向 

⑴ テレビ広報番組放送においては、他の広報媒体と比べ、伝えられる情

報量が少ないことから、費用対効果の観点から番組の再編や番組数の見

直しを検討してはどうか。 

⑵ 若い世代へ市政情報を効果的に発信するために、若い世代の大半が利

用しているＳＮＳを積極的に活用した情報発信を検討してはどうか。 

 

２ 事務・事業の概要 

⑴ テレビ広報番組は、現在、以下の三つのコンセプトに分けて３番組を

放送している。（各番組３分１５秒で放送） 

① 市政情報番組「週刊ひろしマスター」 

（広島テレビ 毎週火曜日２１：５５～）  

市の施策や事業などを紹介  

② 生活情報番組「ひろしま日常劇場 ご老公様 出番ですよ」 

（中国放送 毎週日曜日２１：５４～） 

  正しいゴミの出し方や悪徳商法の対応方法などを紹介 

③ ひろしま魅力発信番組「野々村真の広島！魅力発見」 

（中国放送 毎週土曜日２１：５４～） 

広島広域都市圏の魅力などを紹介  

⑵ ＳＮＳによる情報発信は、市公式フェイスブック及びツイッターによ

り、イベント情報や観光情報など広島の魅力向上に関する情報、就業体験事

業など市政に関する情報等を発信している。 

 

３ 見直しの理由 

テレビ広報番組３番組のうち、「①市政情報番組」と「②生活情報番組」 

は、市の施策紹介として内容が重複する部分もあることから、この２番組

を「市政・生活情報番組」に統合して１番組に再編する。 

また、テレビ広報番組の再編により生み出される余剰経費の一部を活用

して、若い世代に本市の情報に興味を持ってもらうための入口として、同

世代での利用率が高く、他都市でも成功事例がある、写真・動画をメイン

とした「インスタグラム」を新たに導入することとする。  

   

４ 平成３０年度当初予算額 

８，８４０万４千円（テレビ広報番組３番組） 

 

５ 見直し効果額 

平成３１年度 △２，３２１万７千円（見込額） 

テレビ広報番組の番組数の減：△２，９４４万１千円 

ＳＮＳによる情報発信の強化：   ６２２万４千円 

 

 

 

 

 

 

 

【総務関係】 
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１ 道路交通局 

項  目 内       容 

 

１ 道路照明施設の

ＬＥＤ化 

【道路課】 

 

１ 見直しの方向 

道路照明施設の光熱費等の維持管理費縮減とともに、温室効果ガス削減

のために取り組んでいるＬＥＤ化を一層効率的に行うため、民間事業者の

資金とノウハウ等を活用してはどうか。 

 

２ 事務・事業の概要 

道路照明施設のＬＥＤ化については、平成２５年度から、道路照明灯は

新設時に、また防犯灯は新設時及び球替え修繕の際に実施している。 

現在、道路照明灯は、約３万灯のうち約１千灯（約３％）が、また、防

犯灯は約５万３千灯のうち約１万２千灯（約２３％）がＬＥＤ化されてい

る。 

 

３ 見直しの理由 

道路照明灯のＬＥＤ化には、灯具全体の取り替えが必要であり、これを

短期間で行おうとすると、一時に多額の費用を要することなどから、ＬＥ

Ｄ化は約３％の進捗率にとどまっている。 

こうした中で、民間事業者がＬＥＤ灯への一斉更新に係る全ての費用を

調達し、改修工事と１０年間程度の維持管理等を行い、本市がそれらの経

費を光熱費等の削減額の中で償還していく「ＥＳＣＯ事業」を今回採用す

れば、初期投資の平準化と維持管理費の縮減が実現可能となる。 

また、道路照明灯で多く使われている水銀灯については、「水銀に関す

る水俣条約」により平成３２年１２月末以降、製造、輸出入が禁止される

が、このＥＳＣＯ事業の採用によりこうした課題にも対応可能となる。 

なお、防犯灯については、地元業者が受注する年間業務で球替え修繕の

際にＬＥＤ化に取り組んでおり、引き続き、同業務の中で更新する。 

今年度は、引き続き「広島市公共施設等ＥＳＣＯ事業導入ガイドライン

（平成２９年１０月環境局策定）」を踏まえ導入検討を行ったうえで、民

間事業者からの提案を受け受託事業者を決定するための公募型プロポーザ

ルに取り組む予定である。 

 

【概念図】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【建設関係】 

（現状） （ESCO事業期間中） 

10年程度 
（事業終了後） 

 

光熱費 

 

 

初期投資費 

維持管理費 

事業者利益 

金利 

 
削減額 

修繕費 

ESCO 
事業費 

削減額 
 

 

光熱費 

修繕費 

 

 

 

光熱費 

修繕費 光
熱
費
等
の
削
減
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項  目 内       容 

 

 

 

４ 平成３０年度当初予算額 

道路照明施設に係る維持管理費 

約９億４，０００万円 

（光熱費：約７億１，０００万円  修繕費：約２億３，０００万円） 

 

５ 見直し効果額 

  具体的な見直し案の検討にあわせて算出する。 

 

 


